
広報こしがや　令和8年（2026年）10月号12 広報こしがやの各記事は、市ホームページで詳細の確認や電子申請ができます。

越谷市公共下水道越谷市公共下水道
事 業 報 告

◎汚水の処理
◎雨水の排除による浸水の防除
◎公共用水域の水質保全など

事
業
内
容

　令和7年度の収支は収益が減少したものの、費用の抑制に努め黒字でし
た。
　業務状況は、下水道に接続している水洗化戸数は13万6,907戸で、接続可
能な戸数の97.00％となりました。また、雨水対策整備済区域面積は
1,826haで、都市浸水対策達成率は67.76％です。
∫下水道経営課☎963-9206

＊資本的収支の不足額は補填財源から補填しました
＊表示単位未満を四捨五入しているため、合計値と一致しない場合があります

資本的収入および支出

越谷市立病院越谷市立病院
事 業 報 告

◎一般医療
◎救急医療
◎高度医療

事
業
内
容

　令和7年度の収支は、救急体制の抜本的見直しや地域医療機関との連携
等により収益は増加しましたが、人件費や物価の高騰等の影響を受け最
終損益は赤字でした。業務状況は、入院延べ患者数10万8,255人、外来延
べ患者数16万9,135人、患者1人1日当たりの診療収益は入院で6万3,011
円、外来で1万6,714円でした。
∫市立病院経営企画課☎965-2221

収益的収入および支出(損益計算書数値)

資本的収入および支出

収益的収入および支出(損益計算書数値)

＊資本的収支の不足額は、消費税資本的収支調整額での補填および一時借入金
で措置しました
＊表示単位未満を四捨五入しているため、合計値と一致しない場合があります

　人件費や物価の高騰等の影響などにより、全国的に病院は厳しい
経営環境にあり市立病院も同様の状況です。そこで市立病院では、
経営改善に向けてさまざまな取り組みを行っています。

∫市立病院経営企画課☎965-2221

市立病院の経営改善課題
　赤字を縮減し経営改善を進めるには、入院を必要とする患者を確
実に受け入れる必要があり、救急の受け入れや近隣の医療機関との
連携の強化が課題となっています。
　このため、令和7年度から第7期中期経営計画に基づき、｢断らない
救急｣や｢地域医療連携強化｣を掲げ、経営改善に取り組んでいます。

経営改善の取り組み

1 患者さんの積極的な受け入れ
　市立病院は、地域の健康を支える中核病院として、
安全で質の高い医療の提供に努めています。かかりつ
け医からの紹介による受診を基本とする｢紹介受診重
点医療機関｣として近隣の医療機関と密接な連携を取
り、入院治療が必要と判断した患者さんや、入院や手
術を必要とする症状の重い救急患者さんを18の診療科
で積極的に受け入れています。

2 救急受け入れの強化
　令和7年10月から平日日中の体制
を抜本的に見直し、市立病院で治療
できない場合などを除き、できる限
り受け入れるようにしています。
　令和7年度の救急車受け入れ台数
は5,029台で、越谷市を含めた埼玉
県東部医療圏の病院で最多です。

3 先端的な治療
　診療分野ではがん治療、周産期医療、救急医療の3つの分野に特に力を入れて
います。胃や大腸の早期がんに対しては内視鏡治療を、五大がんなどの進行がん
に対しては低侵襲手術、化学療法、放射線療法などを組み合わせた集学的治療を
行っています。加えて、前立腺肥大や尿管結石のレーザー治療、軽症アルツハイ
マーに対する抗体治療などにも積極的に取り組んでいます。
　9月からは、循環器科・耳鼻咽喉科に加え、呼吸器科でも睡眠時無呼吸症候群
の精査・加療を行えるようにしました。

市立病院院長  坂本 一博

　紹介受診重点医療機関のため、かかりつけ医から
の紹介による受診が基本となります。
　かかりつけ医を通じての予約のほか、紹介状をお
持ちの方はインターネットから予約が可
能です(一部診療科を除く)。
＊詳しくは市立病院ホームページを参照

予  約  方  法

救急の受け入れ
近隣の医療機関との連携

市立病院は経営改善に
取り組んでいます

科　　　目 決　算　額 主　な　内　容

資本的収入(A)

資本的支出(B)

収支差引(A)－(B)

6億7,764万円

10億8,494万円

▲4億730万円

他会計負担金(4億円)、
企業債(2億円)など
企業債償還金(8億円)、
建設改良費(2億円)

科　　　目 決　算　額 主　な　内　容

資本的収入(A)

資本的支出(B)

収支差引(A)－(B)

18億1,306万円

43億4,463万円

▲25億3,157万円

建設改良のための企業債(9億円)、
他会計負担金(5億円)など
ポンプ場改良費(7億円)、
企業債償還金(26億円)など

科　　　目 決　算　額 主　な　内　容

下水道事業収益(A)

下水道事業費用(B)

収支差引(A)－(B)

62億6,901万円

56億6,058万円

6億843万円

下水道使用料(34億円)、
長期前受金戻入(18億円)など
減価償却費(32億円)、
流域下水道維持管理費(12億円)など

科　　　目 決　算　額 主　な　内　容

病院事業収益(A)

病院事業費用(B)
収支差引(A)－(B)

119億2,622万円

131億5,358万円
▲12億2,736万円

入院・外来収益(96億円)、
他会計負担金(13億円)など
給与費、材料費、経費(123億円)など
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